
大きな夢

小さな一歩

情熱、プライド、粘り強さ

「ゼロからヒーローへ」
ニュージーランド第3の携帯ネットワーク

マオリ・スペクトラム・トラスト



• 私たちは誰か?
• どんなチャンスがあるのか?
• なぜ事業を興したか?
• 成功するのか?
• パートナーは誰か?
• 仕事に取り掛かろう!!

大いなる旅



私たちは誰?

• 「マオリ族のためのテ・フアラヒ・ティカ・トラス
ト」

• マオリ族：ニュージーランドの原住民族

• 全人口の15% を占める

• 主に第一次産業から生活の糧を得ている



どんなチャンスがあるのか?

• OECD域内で最も携帯電話の普及率が高い

• 国内複占化がうまく行っている

• 国の支援体制が充実

• 未来に根差した技術

• 高い成長が見込める分野

• 国からの優遇措置

• $500万ドル



なぜ事業を興したか?

• 単なる利用者ではなく参加者だから

• “Tino Rangatiratanga” マオリ族が

信条とする自己決定の考えから

• 国益に資するため

• 投資ポートフォリオの幅を広げるため

• よい考えだと思ったから!



成功するのか

• 計画を立てる

• その計画に説得力はあるか?
• 実行したいと思えるほどの説得力はあるか?



パートナーは誰か?

海外のパートナー

• エコネット・ワイヤレス

• GEMS
• CVP

• トリロジー

マオリ系の出資者

• トゥアロパキ

• ワイララパ・モアナ



なぜこれをやるのか。

その理由を思い出しましょう!

それから仕事にかかりましょう…



通信技術と移動手段の
発達により、人と人との
距離が近くなったと言
われています。



2006年にマイクロソフトが世界で初めて、この仮説を証明す
るために世界規模の実験を実施。
1億8000万人を対象に、300億のインスタントメッセージを調
べた結果、人と人との間の平均的な距離は6.6歩であること
が判明しました。

ムーニー

ムーニーの知り合い

デビ―

デビ―の知り合い

ルーク

ルークの知り合い

マリビック

マリビックの知り合い

べラポール

べラポールの知り合い

アラン

アランの知り合い

サンジーブ

サンジーブの知り合い

ニートゥ

ニートゥの知り合い



2005年5月、社会ネットワークの専門家として有名なオークラン

ド工科大学のロバート・アレン教授は、ニュージーランドが世界
で最も人と人との距離が近い国であると発表。

「人と人との距離は2º（トゥー・ディグリーズ）」

ムーニー マリビック べラポール

ムーニーの知り合い マリビックの知り合い べラポールの知り合い

ニートゥ

ニートゥの知り合い



私たちはニュージーランド特有の人と人との緊
密なつながりをさらに促進する会社です。



社名は2º
（トゥー・ディグリーズ）

トゥー・ディグリーズ・モバイル



2009年8月設立



トゥー・ディグリーズ・モバイル

社名は2º
（トゥー・ディグリーズ）



社訓

• プロジェクトの価値を心から信じる✔

• 自分よりずっと大きいプロジェクトに挑戦す
ることが糧になる! ✔

• 「自分」というブランドを確立せよ ✔

• 小さくても構わない✔

• あきらめるな✔

• 友人をつくり、関係を維持しよう✔

• 正直に、誠実になろう✔



社訓

• 目標を見定め、適度な道しるべを決めて達
成していこう✔

• 小さな失敗から学べ✔

• 挑戦を楽しもう✔

• 成功を祝おう✔

• よいことも、悪いことも、醜いことも受け入
れ、明日になれば日はまた昇ることを忘れ
ない! ✔✔✔



ありがとうござ
いました
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